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クエール米国副大統領夫人 来訪
国際民主同盟 ( I D U ) 第 4 回党首会議に出席
のため，来 日 中の ク エー ル米国副大統領夫妻は，
9 月25 日 午後つくば市を訪れ，副大統頷は宇宙開
発事業団筑波宇宙セン ター を，マ リリン夫人は当
セ ン ター を訪れた。
マ リリン夫人は，防災関係のボラン ティア活動
の経験が豊富で，今回の来 日に際 し て，地震と火
山災害対策研究の関係機関の訪問を強く 要望され，
当セン ター の来訪が決 ま っ た。
こ の 日，午後 2 時55分に到着 し た夫人は，萩原
所長か ら概要説明を受けた後，地震防災対策研究
のためのサイス ミッ クマイク ロゾー ニ ン グ（地震
震度区分）のコンピュー タ シ ミ ュレー シ ョン，関
東 ・東海地域における地震前兆解析システム等の
見学の後，地震体験装置に乗り ，震度 7 を体験 し
た。最後に，関係職員や地元有志によ るレセプシ
ョ ンに出席 し 交歓 し た。
挨拶に立った夫人は，マイクロホンの先端に止
ま った赤 トンボを「おや，こ こに も珍 し い客が来
ていますよ」とジョー ク で挨拶の口火を切 り ，米
国と我が国は30年来，共同で防災の研究を実施し
て きたが，防災分野の研究は重要な課題である の
で，今後も協力し て続けていく こと が大切である
と述べる と とも に，当セン ター の見学の印象につ
いて，地震などの研究の最先端の知識を教えて項
いたこ とに感謝する 旨の言葉があっ た。
ま た，22日 には伊豆大島の御神火茶屋にある火
山観測施設 を見学す ると とも に，三原山の火口の
間近ま で近寄 り ，熱心に火山活動の様子 を見学し
た。
伊豆大島御神火茶屋の観測施設で
レ セ プショ ン会場で







平成元年度防災技術セ ミ ナー 研修生横顔く 3面＞
9 月の地震活動 く 4面＞
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新庄支所は昭和44年 (1969年）10月 1 日，新庄
市内の新庄農業水利事務所の 中 に間借りで， 3人
で ス タート して以来，20周年を迎えた。
このため， 10月1 6日 （月） に，記念式典と記念
研究発表会を，新庄市 民プラザ（新庄市大手町1
60) で開催 する。研究発表会の プロ グラムは下記
のとおり 。
記念講演 ：雪氷防災研究への期待 （高橋山形県
地域整備課長） 特 別講演 ：ス ノー ポリ ス構想 につ
いて（鎌田山形県テ クノポ リス財団理事長）研究
発表：新庄雪氷防災研究支所の研究経過と将来
（ 東浦雪氷防災第2 研究室長），雪害の地域性 につ
いて （沼野雪氷防災第1 研究室長）
栃木県足尾町付近の微小地震の巣は，地表から
深 さ約 2kmの所からは じまる。1 988年度から 5 ヵ
年計画で深さ 2kmまでボ ー リ ングし，地震の巣で













く につれて どのよう に変化するのか，震源域では
地殻応力が高いのかど う か，高いとすればどの位
高いのか，あるいは，亀裂中の水圧が高いから地
震が起きるのではな いであろう か な ど，11月から
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--19 89. 9 .18 - 3 . 17 R.Decker (NA SAマ ー シ ャ
ル宇宙飛行セン ター ） 米国 ：科学技術庁フェロー
シ ッ プ制度に より ，積雪断面観測資料等の解析の
ため，長岡雪氷防災実験研究所に滞在
1989. 9 .  27- 10 . 3 木下武雄 （第1研究部長）
イ ラク ： イラク市民防衛庁，国立大学等における
気象 ・水象によ る 災害対策について，イ ラク政府
か ら の要請によ り派遣





19 89.10 . 5  - 19 90.10 . 4  島田誠一 （第2 研究
部地殻力学研究室研究員）米国 ： GP S 電波干渉
法によ る地殻変動連続観測方法の開発研究のため
1989 .10 .11-1 990 . l .10 木下繁夫 （第3 研究
部主任研究官）米国 ：強震動予測のための解析法
に関する研究のため
マ グニチュー ド (M) 4 以上の地震は全部で10
個観測 された。こ れ ら のう ち， 4 個は深さ 250 km 
以深で発生し た深発地震である。他の 6 個の うち
2 個は茨城県南部に，2 個は千葉県中部に発生し
て い る。そ れ ら は以下のよう であ る。 9 月3 日 2
時50分，茨城県南部，深 さ65km,M4 .1 ; 9 月6 日
6 時 2 分，茨城県南部，深 さ67km, M4 . 2; 9 月
5 日13時 7 分，千葉県中部，深 さ72km, M4 . 8 ; 
9 月16日17時3 分，千葉県中部，深 さ76km, M4 . 5  
他の 2個は以下のよう であ る。 9 月 4日16時12分，
福島県南部，深 さ78km; 9 月21日 9 時30分，茨城
県沖50km, 深 さ29km, M4 . 5．深 さ100km以浅の最
大地震は，9 月 5 日千葉県中部の地震，M= 4 . 8
である。伊豆半島東部 ・群発地震域では，全部で
30個地震が観測 さ れ，そ の震源域は内陸に ま で及
んでいる。足尾の群発地震域では，82個の地震が，
1984年長野県西部地震の余震域では，21個 の地震
が観測 さ れた。そ の他の活動とし て， 9月24日2 時
55分静岡市西部付近でM3. 0 の地震が発生 し，余
震が6 個観測 さ れた こ と が上げられる。
9 月22日 （金）神奈川県公害セン ター （平塚）
25日 （月）石井国土庁長官 （本所）
クエー ル米国副大統領夫人（本所）
29日 （金）C．ラン グウ ェ イニュー ヨー ク州
立大学教授 （長岡）
10 月 3 日 （火）同上教授 （本所）
6 日 （水）日 中地すべり ・土石流に関するワ
ー ク シ ョップ （本所）
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